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水 道 課 
 

 平成 29 年 9 月 30 日現在における平成 29 年度水道事業の財務に関する事務の執行状況並びに

経営状況について定期監査を実施したので、その結果について概要を述べる。 

 

１  職員の配置状況 

    当課の職員は課長 1 人、管理係 3 人、工務係 4 人の計 8 人で、伊佐市職員定数条例の定数より 4

人減である。このほか管理係に臨時職員 1 人を配置している。 

 

２  財務に関する事務執行状況 

（１） 収益的収入及び支出 

    当期の収益的収入は予算現額 4 億 594 万 5,000 円に対し、調定額 1 億 6,681 万 5,782 円、収入済

額 1 億 3,198 万 5,521 円で、予算に対する収入済額の割合は 32.5％、調定額に対する収入済額の割

合は 79.1％になっている。 

    収入済額の内訳は、給水収益 1 億 3,117 万 5,921 円、その他営業収益 62 万 7,500 円、営業外収

益 18 万 2,100 円となっている。 

    なお、未収金は営業収益 3,426 万 6,351 円である。 

    一方、収益的支出は予算現額 3 億 7,992 万 2,000 円に対し、支出済額 6,570 万 2,586 円で 17.3％

の執行率である。 

支出済額の内訳は、営業費用で原水及び浄水費 1,352 万 6,615 円、配水及び給水費 1,525 万 2,632

円、総係費 2,211万 1,030円、営業外費用で支払利息及び企業債取扱諸費 1,481万 2,309円である。 

 

（２） 資本的収入及び支出 

    当期の資本的収入は、予算現額 7,728 万円に対し調定額、収入額ともに 0 円である。   

    一方、資本的支出は予算現額 2 億 5,750 万 3,000 円に対し、支出済額 7,279 万 1,166 円で、執行

率は 28.3％である。 

支出済額の内訳は、建設改良費 979 万 5,186 円、企業債償還金 6,299 万 5,980 円である。 

なお、当期において資本的収入額が資本的支出額（支出済額）に対し不足する額 7,279 万 1,166

円は、減債積立金 2,500 万円と過年度分損益勘定留保資金 4,737 万 7,300 円及び当年度分消費税資

本的収支調整額 41 万 3,866 円で補填されている。 

 

（３） 損益計算書（平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日）     （単位：円） 

   １ 営 業 収 益     157,401,080 

   ２ 営 業 費 用    142,620,429 

     営 業 利 益                                    14,780,651 

   ３ 営 業 外 収 益        36,620,822 

   ４ 営 業 外 費 用        14,812,309             21,808,513 

     経 常 利 益                                     36,589,164 

    

  当 期 純 利 益                                      36,589,164 

     前年度繰越利益剰余金                               3,744,922 

 当期未処分利益剰余金                            40,334,086 
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4 月～9 月の収入として、一般会計負担金（営業収益・その他営業収益）356 万 5,000 円と一

般会計負担金（営業外収益）363 万 6,000 円、長期前受金戻入（営業外収益）1,683 万 1,500 円、

資本費繰入収益（営業外収益）1,540 万 7,500 円を計上し、支出として、水質検査委託料（原浄

費）262 万 5,000 円、電気設備保安管理・監視ネットワーク業務委託料（原浄費）185 万円、9

月分動力費（原浄費）203 万 2,413 円、退手組合負担金（総係費）207 万 5,000 円、会計制度改

正指導・助言業務委託（総係費）24 万円、経営戦略作成業務委託 345 万 6,000 円、減価償却費

の半年分の 7,818 万 5,000 円を計上している。 

 

（４） 貸借対照表（平成 29 年 9 月 30 日）                   （単位：円） 

                  

  資  産  の  部  

          

   １ 有 形 固 定 資 産      3,556,281,974 

   ２ 無 形 固 定 資 産           125,000 

   ３ 投資その他の資産      39,989,200 

 

      固 定 資 産 合 計                3,596,396,174 

 

   １ 現 金 預 金          437,508,658 

   ２ 未 収 金           60,304,669 

   ３ 貯 蔵 品            2,380,612 

   ４ 前 払 金         6,200,100 

      ５  その他流動資産             3,055,618 

 

     流 動 資 産 合 計                              509,449,657 

 

        資 産 合 計                                  4,105,845,831 

 

 

   負 債  の  部  

          

   １ 企 業 債     1,185,136,854 

２ 引 当 金         34,716,275 

 

       固 定 負 債 合 計                             1,219,853,129 

 

 １ 企 業 債  63,730,993 

２ 未 払 金           12,278,413 

 ３ その他流動負債           13,056,569 

 

     流 動 負 債 合 計                                89,065,975 

 

 １ 長 期 前 受 金 1,366,409,385 

 ２ 長期前受金収益化累計額 △ 710,000,777 

 

     繰 延 収 益 656,408,608 

 

   負 債 合 計                                  1,965,327,712 
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資  本  の  部            

                                                                                       

 １ 自己資本金           1,937,555,273 

 

       資 本 金 合 計                              1,937,555,273 

 

   １ 資本剰余金                2,628,760 

   ２ 利益剰余金              200,334,086 

 

     剰 余 金 合 計                               202,962,846 

 

  資 本 合 計                                 2,140,518,119 

 

  負 債 資 本 合 計                                 4,105,845,831 

 

 

当期減価償却費は、当年度予定額の6ヶ月/12ヶ月の7,818万 5,000円を資産種別ごとに計上し、

各減価償却累計額に合算している。また、委託料契約額 817 万 1,000 円と退手組合負担金の 6 ヶ月

/12 ヶ月の 207 万 5,000 円と 9 月分動力費 203 万 2,413 円を未払金に、一般会計負担金の 6 ヶ月/12

ヶ月の 2,260 万 8,500 円を未収金に計上している。長期前受金は、当年度予定額の 6 ヶ月/12 ヶ月

の 1,683 万 1,500 円を長期前受金収益化累計額に合算している。なお、利益剰余金のうち未処分利

益剰余金は、平成 29 年度処分後（減債積立金へ 5,500 万円、資本金へ 5,000 万円）で作成されて

いる。 

 

（５）キャッシュ・フロー計算書は次頁に掲載。 

 

（６） たな卸資産購入限度額の執行状況                                （単位：円） 

購入限度額 執行額 
購入限度額

残高 
前年度繰越額 受 入 払 出 9 月末残高 

6,561,000 3,104,421 3,456,579 2,370,806 

購入 2,874,465 

3,428,569 2,380,612 

戻入 563,910 

 

払出額 342 万 8,569 円は、修繕工事に係る原材料費や量水器取替による修繕費、原水及び浄水費

の薬品費などである。 
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（５）キャッシュ・フロー計算書                     （単位：円） 

区     分 金    額  区       分 金    額  

業務活動によるキャッシュフロー 投資活動によるキャッシュフロー 

当期純利益 87,612,577 建設改良費 △9,421,320 

非資金項目の調整 建設改良費にかかる収入 0 

減価償却費 0 固定資産の売却 0 

固定資産除却費 0 投資有価証券の取得 0 

賞与引当金  △4,482,000 投資有価証券の償還収入 0 

退職給付引当金 0 有価証券の受取利息 160,000 

減損損失 0 有価証券の増減額   0 

貸倒引当金 0 
投資活動によるキャッシュフ

ロー 
△9,261,320 

減損処理長期前受金戻入額 0  

長期前受金戻入額 0 財務活動によるキャッシュフロー 

退職給付引当金戻入額 0 企業債の発行 0 

過年度損益修正益 0 企業債の償還 △62,995,980 

業務活動による資産及び負債の増減 支払利息 △14,812,309 

未収金の増減 11,027,019 
財務活動によるキャッシュフ

ロー 
△77,808,289 

  貸倒引当金の増減額 0  

貯蔵品の増減額 △9,806 資金に係る換算差額 0 

前払金の増減額 △6,200,100 資金増加額又は減少額 △6,430,347 

未払金の増減額 △31,948,731 資金期首残高 443,939,005 

前受金の増減額 0 資金期末残高 437,508,658 

その他負債の増減額 12,823,612 

その他資産の増減額 △2,835,618 

業務活動以外の損益項目 

受取利息及び配当金 △3,000 

支払利息等 14,812,309 

有価証券の受取利息 △160,000 

小       計 80,636,262 

受取利息及び配当金受取額 3,000 

支払利息等支払額 0 

業務活動によるキャッシュ 

フロー 
80,639,262 
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３ 工事の執行状況 

  当期中に発注された建設改良工事の執行状況は次のとおりである。 

工  事  名 工  事  内  容 契約金額（円） 
契 約 の 

相 手 方 

契約 

方法 
工   期 

国道 267 号配水管

新設工事 

 

HI-VPφ150 Ｌ＝190.0m 

DIP-GXφ150 Ｌ＝6.0m 

仕切弁φ150  2 基 

（当初）5,076,000 

（変更）486,000 

（合計）5,562,000 

㈲開ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ設

備 

指名競

争入札 

H29.5.2 

～H29.7.14 

布計第 1 水源地・

布計浄水場電気・

信号伝達装置改修

工事 

電源自動切替盤設置既

設制御盤改造信号伝達

装置改造 

2,689,200 
㈱明興テクノ

ス 

指名競

争入札 

H29.7.10   

～H29.9.8 

市道太田山野線減

圧弁新設工事 

減圧弁 100A   1 基

不断水仕切弁φ100 

         1 基 

仕切弁φ100   3 基 

7,776,000 
㈱浜田電気水

道設備 

指名競

争入札 

H29.7.18 

～H29.10.25 

湯之尾青木山線配

水管新設工事 

 

HI-VPφ75Ｌ＝306.0m 

不断水分岐  1 箇所 

仕切弁φ75   3 基 

5,940,000 
㈲開ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ設

備 

指名競

争入札 

H29.8.15 

～H29.12.12 

木之氏地区配水管

新設工事 

（H29-1 工区） 

HI-VPφ100 Ｌ＝104.0m 

DIP-GXφ100Ｌ＝8.0m 

仕切弁φ100   2 基 

仕切弁φ75   1 基 

消火栓φ75   1 基 

4,233,600 ㈲小山金物店 
指名競

争入札 

H29.9.27 

～H29.12.25 

木之氏地区配水管

新設工事 

（H29-2 工区） 

HI-VPφ100 Ｌ＝243.0m 

HI-VPφ75Ｌ＝172.0m 

仕切弁φ100   2 基 

仕切弁φ75   2 基 

消火栓φ75   1 基 

11,880,000 
㈲徳永電気水

道設備 

指名競

争入札 

H29.9.27 

～H30.1.24 

  

このほか、手数料 91 件（設計審査手数料 89 件、新規指定店登録手数料 2 件）。工事請負契約書等に

ついては、関係法令に従って処理されており適切であることを認めた。 
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４ 委託の執行状況 

本年度において執行した委託業務は、次のとおりである。 

補助単

独の別 
委 託 事 業 名 

契約金額 

  （円） 

契 約 の 

相 手 方 

契約 

方法 

契 約 の

期 間 

単独 大口地区修繕業務   2,160,000 
大口水道修繕セ

ンター 

随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 菱刈地区修繕業務   939,600 
菱刈水道修繕セ

ンター 

随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 

水道施設監視ネットワ

ーク・電気設備保守保安

管理業務 

 3,996,000 ㈱明興テクノス 
随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 

水道料金・会計システム

及び配管マップシステ

ム保守管理業務 

388,800 
愛知時計電機㈱

鹿児島営業所 

随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 量水器検針事務 64 円/件 
個人 4 人とシル

バー人材センター 

随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 飲料水毎日検査業務 6,600 円/日 濱本 悟 
随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 
大口水源地し尿浄化槽

清掃維持管理業務 
23,652 

㈲大口・伊佐清

掃社 

随意 

契約 

 H29.4. 1 

～H30.3.31 

単独 飲料水質検査業務 5,670,000 
㈱鹿児島環境測

定分析センター 

指名競

争入札 

 H29.4. 7 

～H30.3.31 

単独 飲料水農薬類検査業務 1,058,400 
㈱東洋環境分析

センター 

指名競

争入札 

 H29.6. 30 

～H29.10.7 

単独 
地方公営企業会計に係

る指導・助言業務 
518,400 

有限責任監査法

人トーマツ 

随意 

契約 

 H29.5. 1 

～H30.3.31 

単独 経営戦略策定業務 6,912,000 
㈱水協設計事務

所 

指名競

争入札 

  H29.5. 15 

～H30.3.31 

単独 
大口水源地ポンプ槽・中

央第２配水池清掃業務 
810,000 

ノダック㈱九州

事業所 

随意 

契約 

 H29.6. 12 

～H29.9.8 

単独 
水道施設除草・点検作業

業務（大口地区） 
393,120 大口管工事組合 

随意 

契約 

 H29.6. 5 

～H30.3.31 

単独 
水道施設除草・点検作業

業務（菱刈地区） 
393,120 

伊佐市菱刈水道 

設備会 

随意 

契約 

 H29.6.5 

～H30.3.31 

単独 量水器取替・撤去業務 

規格ごとの取

替単価・撤去単

価による 

大口管工事組

合・伊佐市菱刈

水道設備会 

随意 

契約 

 H29.7.3 

～H30.3.31 
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５ 業務の執行状況 

（1） 給水の状況                       （消費税込み） 

月  給 水 戸 数 （戸） 給 水 量  （㎥） 給 水 収 益 調 定 額（円） 

４  10,067 149,330 25,250,257 

５  10,055 155,571 26,245,212 

６  10,045 163,773 27,666,237 

７  10,068 166,789 28,260,270 

８  10,068 171,791 29,155,343 

９  10,063 171,195 28,864,953 

計   978,449 165,442,272 

 

（2） 用途別給水戸数（平成 29 年 9 月分） 

用 途 家庭用 営業用 官公署用 工場用 農業用 工事用 計 

戸数（戸） 9,261 554 145 25 45 33 10,063 

 

（3） 口径別給水戸数（平成 29 年 9 月分） 

口径（mm） 13 20 25 30 40 50 75 

戸数（戸） 9,378 435 100 41 79 19 11 

口径（mm） 100 計 

 

戸数（戸） 0 10,063 

 

(4) 使用水量段階別給水戸数（平成 29 年 9 月分） 

使用水量（㎥） 0  １～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～40 

戸数(戸) 1,176 1,691 1,574 1,456  1,379 1,682 656 

使用水量（㎥） 41～50 51～100 101～500 501～1000 1001以上 計  

戸数(戸) 196 163 82 4 4 10,063 

 

(5)  平成 29 年度上半期における水道料金の過年度分未収金は 1,460件、376 万 4,391 円である。

内訳は平成 24 年度分 48件、4 万 425 円、平成 25 年度分 98件、12 万 6,994 円、平成 26 年度分

222件、76 万 5,169 円、平成 27 年度分 405件、114 万 4,062 円、平成 28 年度分 687件、168 万

7,741 円となっている。 

未収金の徴収については、今年度から高額滞納者が支払日の延期を申し出た場合、最低 1 か月

の水道料金を納入しなければ給水停止するという徴収方法を変更するなど努力されているが、昨

年度に比べ未収件数、未収金額ともに増加しており、未収金の解消に向けてより一層努力される

ことを望む。 
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６ 現地監査 

 国道 267号配水管新設工事、市道太田山野線減圧弁新設工事、湯之尾青木山線配水管新設工事に

おける施工状況等について現地監査を実施した結果、良好に施工されていることを認めた。また、

大口水源地第 1・第 2深井戸、大口配水池、崎山簡易水道水源地及び配水池の管理状況についても

概ね良好に管理されていることを認めた｡ 

 

７  その他 

当課が整備保管すべき財務に関する諸帳簿類は、概ね良好に整備保管されていることを認めた。 


